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【水害のメカニズム】
大戸川の西側は，山は急峻であるが大きな谷がないため，
牧周辺で大雨が降っても出水などの危険は東側に比べて少ない．

【その他】
〇下山の辺りは，水の流れが昔から変わっていないため危険だと思われる．水の処理（流し方）を考える必要があるのではないか．
〇牧の集落，信楽高原鉄道の東側には，南北に縦断する大戸川断層が存在するとされる．発生年月日，断層との因果関係は
　不明であるが，以前発生した地震で旧道の一部が半分に割れたことがある．そのため大戸川断層にも注意する必要がある※．

【水害のメカニズム】
用水路の水が大戸川に捌けず
溜まって浸水する．
また，大戸川の水が樋門を
越えて流入するため，浸水しやすい．

【水害のメカニズム】
大戸川下流側（北側）が少し低くなっており，
浸水した水は，暗渠の排水路から排水される．

【水害のメカニズム】
越水した水は，大戸川付け替え前の河道（フル川）に沿って
まっすぐ（国道 307 号沿い）に流れる性質がある．

【水害のメカニズム】
亀石のある辺りで
大戸川は急カーブしており，
水の流れが悪くなる．
大雨により大戸川の水位が
上昇すると，左岸側から越水，
浸水を引き起こす．

【水害のメカニズム】
堂山川や谷川は，山深くまで
続いているため，
牧周辺で大雨が降ると
出水や土砂崩れなどの危険がある．
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【地理状況】
〇昭和 53（1978）～ 55（1980）年に圃場整備が実施されたとされる．
　（航空写真によれば昭和 45（1970）年から徐々に実施されていることが確認された．）
〇現在の多羅尾を流れる信楽川は，かつて雲井川と呼ばれていた．

【地理状況】
大戸川の流れを弱める
水制の役割を果たして
いるかもしれない．

【地理状況】
かつて田んぼ（低地）であった．

【地理状況】
かつてこの辺りは，
農業構造改善事業（農林省）に
よって造られた梨畑（山地）であった．

【地理状況】
かつては国鉄の側溝であった．
現在は雨水が流れる．

【地理状況】
稲荷川の旧河道であったとされるが，
現在は道路脇に水路があるのみである．

【地理状況】
黄瀬の用水の取水口から採った水の
余剰分を大戸川に返すための落とし口である．
開閉の権利は黄瀬地区が有しており，
普段は閉じられている．

【地理状況】
かつて稲荷池の水は，雲井駅駅前にあった
田んぼの用水として利用されていたが，
現在は利用されておらず，余分な水は
雲井小学校の下流（湯田）へと流れていく．

【地理状況】
昭和 33（1958）年に
昭和 28（1953）年水害の概要を
示した記念碑が建立された．

【地理状況】
かつては
木荒場（きあらいば）が
あったそうである．

【地理状況】
大戸川付け替え前の河道（フル川）は
岩倉山の貯木場から材木を運ぶために使われていた．
しかし，西側の集落で水害が頻発したため，
現在の流路に付け替えられたとされる．

【地理状況】
谷川と堂山川は，信楽高原鉄道の下で
合流している．

【地理状況】
現在の浄水場のあたりは，
かつて湧き水が湧いていた．

【地理状況】
稲荷川に堰堤はない．

【地理状況】
湧き水が湧いている．

【その他】
堂山川の護岸が浸食され，
徐々に低くなってきている．

【その他】
近年，山が荒れて保水力を失っているせいか，
稲荷川の水量が増加しているように思われる．

【その他】
教会前の溝の水が増水すると，
コンクリート製の溝蓋で
水がせき止められ危険である．

【その他】
スガマ谷堰堤からの土砂・泥水が
集落の方へ流れていくのを防ぐために
土嚢を積んでいる．

【その他】
奥池の水が溢れて稲荷川に合流すると，
稲荷池の水がオーバーフローして，
小学校や保育園に直撃する可能性がある．
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写真未定

【その他】
稲荷川，堂山川，谷川だけでなく，
背後にある山々のことを考えなければならない．

※産総研：活断層データベース，
　https://gbank.gsj.jp/activefault/search，
　2019 年 10 月 3日閲覧．
　( 大戸川断層ではなく，
　信楽活動セグメントと記載されている．)
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雲井橋付近にある樋門．
黄瀬の用水の取水口から採った水の余剰分を
大戸川に返すための落とし口である．

昭和 28 年の水害の被害の
概要を記した記念碑．


